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DIGITAL CINEM A

DLP Cinemaは、1999年の初の完全デジタル映画のリリース以来、映画業界で最先端の技術としての地位を維持し
てきました。DLPチームにとって、教育、企業、ホームシアター市場に向けたBrilliantColorなどの革新的テクノロジー
の導入の成功は、超大作映画の大ヒットに匹敵するものです。DLPテクノロジーは世界のほぼすべての映画館で採用さ
れており、DLPベースのプロジェクタを所有することで、映画館と同じレベルのテクノロジーを掌中に納めることができ
ます。2009年にはアカデミー賞（A.M.P.A.S.®）理事会でカラー精度の業界標準として認められ、全世界の映画館、
編集（ポストプロダクション）スタジオ、3D技術製品製造企業にとって、DLP Cinema技術はNo. 1の選択肢となっ
ています。DLP Cinemaがハリウッドの映画製作者が満足する技術であれば、企業の役員会議や、あるいは教室での授
業でも十分に満足できる性能を提供できることに疑問の余地はありません。

9．多数の受賞実績を持つDLP Cinema®

ANY SOURCE.
ANY SIGNAL FORMAT.

最新のDLPチップセットで、スマートな機能を搭載したDDP442xは、コンピュータ、セットトップ・ボックス、ゲーム・コン
ソール、ブルーレイ・プレーヤなどあらゆる信号発信源からの信号伝送が可能です。家庭では、DLP® SmartSource 
3D™プロジェクタは、HDTV放送やHD DVDと互換性を持ち、高精細で高鮮明な画像を提供します。さらに重要なのは、
HDMI v1.4aやVGAを含む、あらゆるビデオ・ソースへの対応も可能なことです。ホームシアターの画面からは、驚く
ほど生命感に富んだ画像が飛び出してきます。教室では3Dを使った授業で学んだ学生は、特に科学、技術、エンジニア
リング、数学の分野で学力が高くなるという調査結果も出ています。DLP 3DとDLP® Link™アクティブ・アイウェアを
合わせて使えば、先生は授業で2Dモードと3Dモードに簡単に切り替えることができます。DLP Linkは、RFやIRセ
ンサなどの追加部品を一切使わずに、画面を使うだけで、アイウェアの同期化を可能にする唯一の3Dテクノロジーです。
2009年以来、DLPブランドは、ほぼすべての製品ラインで多くのオプションを提供し、さまざまなレンズ投射構成（標
準投射、近距離投射、超近距離投射）のほか、SVGA、XGA、WXGA、1080pなどのさまざまな標準的解像度に対
応してきました。DLP 3Dで機能はさらに進化しました。教室での3D授業の効果は大きく、学生の学習意欲と試験成
績5のいずれの面でも、スコアが2桁アップしています。また家庭では、DLP SmartSource 3Dプロジェクタが、大
型画面で他を圧倒する3D体験を提供しています。

8．SmartSource 3D™で一般的信号フォーマットのすべてに対応

DLP光学アーキテクチャは極めてシンプルで、わずか2～3点の光学エレメントを必要とするだけです。こうしたシンプ
ルなアーキテクチャに加え、DDP442xチップセットが導入されたことにより、DLPメーカーは非常に幅広いモデル・
オプションの提供が可能になりました。一方、エンドユーザーはそれぞれのニーズに応じて解像度を選択する際に、すべ
ての製品ラインで均一な読みやすさと高いカラー精度を期待することが可能です。薄型テレビなどのディスプレイと異な
り、DLPプロジェクタは持ち運びが非常に簡単で、どのような表面上にも100インチ以上の画像の投射が可能です。ビ
ジネスや教育の場で、エンドユーザーに対するプロジェクタ関連のトレーニングや技術サポートを簡素化できます。今日
ではメーカー数は20社にのぼり、モデル数も数百に達しています。これにより、さまざまな解像度、投射距離、コネクティ
ビティ、双方向性など多様な性能と機能への対応が可能で、解像度と価格がニーズに最適なプロジェクタを確実に選べる
ようになっています。

10．広範なプロジェクタ製品ラインアップ

DLP®テクノロジー選択の理由：
トップ10
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DLPチップは応答時間がわずか16マイクロ秒で、ユーザーに高精細で鮮明な画像を提供します。DLPチップの場合、
何百万もの微小なミラーが光よりも速い速度でOn/Offのスイッチングを繰り返します。こうした超高速スイッチング速
度により、DLPはフレーム間の遅延を解消しながら、高精細で極めて鮮明度の高い画像の再現を可能にします。DLP
テクノロジーは特に高速動作に優れており、ゴースト障害（二重映像）などを発生させずに、最大120Hzのリフレッシュ・
レートを簡単にサポートします。こうした高速動作を実現しているにもかかわらず、映画、ゲーム、高速コンテンツ教材な
どを、高鮮明画像で提供します。

4．高速なデジタル･ビデオ性能を実現

DLP®... In a Class by Itself

プロジェクタに求められる最も重要な品質の尺度は、ネイティブコントラスト比です。DLPプロジェクタは、こうした品質
要件を実現しており、例えば、オフィスで最新の財務報告書を発表する際には、スライドの読みやすさを格段に向上しま
す。さらに教室では、一番後ろの席に座った学生でも、プレゼンテーションのすべての文字や表を明瞭に読み取ることが
できるようになります。DLPの反射型アーキテクチャと革新的なDarkChip™テクノロジーは、黒であれば、限りない黒
を再現し、白であれば、輝くような鮮明な白を再現します。ほとんどのDLPプロジェクタはすべてのカラー・モードに対し、
2,000：1以上のコントラスト比を実現しており、ダイナミック・アイリス（コントラスト比改善のために、ランプとレンズの
間に内蔵される装置）を不要にします。また、DLPプロジェクタによって深い黒と鮮明な白が再現されることから、周辺
光があっても、ビジネス関連のプレゼンテーションや教室内の授業でも、最高の画面品質を確実に提供します。DLPプロ
ジェクタは、極めて高度なピクセル・フィル・ファクタを備えており、ビデオ画像に「深み」を生み出すためのピクセル化
を不要にすると同時に、ピクセルの回りに太くて暗いベゼルを付加しなくても、鮮明なグラフやテキストの表示を可能にし
ます。ピクセルの背後にピクセル回路を提供するDLPアーキテクチャの場合には、低解像度SVGAディスプレイのフィル・
ファクタでも、高解像度1080pディスプレイの場合と同じレベルになります。

1．読みやすさを向上

DLPプロジェクタのほとんどは、カラー性能や映像品質を向上するBrilliantColor™テクノロジーを採用しています。
BrilliantColorは、最高6色のカラー・プロセッシング機能によって二次カラーの再現性を強化し、長時間にわたって信
頼性と精度の高い色彩を提供します1。BrilliantColorテクノロジーは、DLPプロジェクタに広い色域を提供し、10億
色以上の色の再現を可能にします。DLPはRGB（赤、緑、青）カラーの連続プロセッシングだけでなく、黄色、シアン、
マゼンタの連続プロセッシングもサポートします。こうしたカラー・プロセッシング技術は、リアルな肌の色調の再生や、
マッチングが困難な何百万もの色の再現を可能にします。また、一般家庭やオフィスでの再生条件にマッチさせるために
策定されたsRGB標準への適合のために最適化されたカラー・モードを実現します。長時間にわたって、データ量の多
いプレゼンテーションを非常に鮮明に再現できるほか、家庭でも高精細カラーの映画上映を可能にします。Intertekが
2010年に実施した調査によると、DLPプロジェクタは通常のプロジェクタの製品寿命に匹敵する期間にわたって、信
頼性の高い高精細カラーを提供します2。

2．長時間の使用後でも高精細カラーを提供

トータル・コスト・オーナーシップ（TCO）に基づくコスト・メリット分析は、投資の総合的な経済的価値を判断するため
のコスト指標を提供します。急速に変化する今日の世界では、財務諸表に最終的に影響を及ぼす直接コストと間接コスト
を把握しておく必要があります。DLPテクノロジーは、ユーザーそれぞれの状況に応じて、フィルターフリー、ランプフリー
のオプションを提供し、プロジェクタの全製品寿命期間にわたるトータル・コストの低減を可能にします3。ほとんどの
DLPプロジェクタはフィルターフリーであることから、フィルターのクリーニング、メンテナンス、交換のための手間が不要
になります。さらに、ランプフリー・プロジェクタの場合、ランプの経費を一切不要にしながら、ソリッドステートLEDまた
はレーザー照明を使用し、高輝度投射を実現できます。フィルターフリー、ランプフリーという2つの特長により、他の技
術と比較し、プロジェクタの全製品寿命期間を通じて、大幅な経費節減が可能になります。実際の節減効果を計算したい
場合には、ぜひhttp://www.dlp.com/tco/にログインしてください。

3．プロジェクタの全寿命期間にわたるトータル・コストを低減

5．経済的なネイティブ・フルHDデータを表示
通常のXGAに比べてサイズが2.3倍も大きい表示画面により、プレゼンテーションの際、DLP 1080pプロジェクタは
データやビデオのより詳細な表示を可能にします。DLPはフィル・ファクタが96パーセントと極めて高いことから、経済
的に優れた0.65インチ1080p DLPチップを使えば、教室や会議室でいかなる表面上にも100インチ以上の画像をフ
ル・ネイティブHDで表示できます。教室では鮮明度がタブレットと同レベルの画像を投射でき、複雑な数学の問題に学
生がチームとして取り組むのを、教師が支援できるようになります。また、ビジネスの世界では、チームで詳細な財務動向
や数字を共有できるようになり、さらにチームで複雑なスプレッドシートや文書の作成に取り組むことも可能になります。

企業のメンテナンス部門にとって、ランプ交換には煩わしい手間と不要な出費が伴います。DLPランプフリー・プロジェ
クタの100以上の主要モデルは、高輝度レーザーまたはLED/ハイブリッド・レーザー・アーキテクチャを採用しており、
光源として従来型ランプは不要です4。これにより、企業のIT部門やエンドユーザーにとって、所有コストの低減が可能
になるほか、高い所に設置されているランプを、梯子を使って交換する手間も解消します。DLPランプフリー・プロジェ
クタは2万時間以上の使用に耐える光源を備えていることから、ランプの寿命を延ばすためにエコ・モードを選ぶ時代は
終わりました。DLPランプフリー・プロジェクタは、すべてのモデルで瞬時のON/OFFが可能なばかりでなく、メンテナ
ンスのための時間と経費がまったく不要で、本当の意味で面倒な手間を解消します。

7．ランプフリーでランプ交換の手間を軽減

DLPのシールド付き光学アーキテクチャに加え、DLP® EXP™ Chipが導入されたことにより、SVGAから1080pに
いたる主要DLPプロジェクタ・モデルで、最も厳しい環境下での長時間にわたる使用後でも、高い信頼性と精度を持つ
カラーの提供が可能になりました。DLP EXP Chipは、降雨量が非常に多い地域、砂漠、大気の質が相対的に悪い地
域、アクセスが容易でない場所など、地球上の最も厳しい環境にも対応できるように設計されています。中南米、中国、
ロシア、インド、東南アジアなどの地域での厳しいニーズにも最適で、他の地域向けも含め、今日出荷されているDLPプ
ロジェクタのほぼすべてにEXPチップが搭載されています。

6．厳しい環境での使用にも対応
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光源として従来型ランプは不要です4。これにより、企業のIT部門やエンドユーザーにとって、所有コストの低減が可能
になるほか、高い所に設置されているランプを、梯子を使って交換する手間も解消します。DLPランプフリー・プロジェ
クタは2万時間以上の使用に耐える光源を備えていることから、ランプの寿命を延ばすためにエコ・モードを選ぶ時代は
終わりました。DLPランプフリー・プロジェクタは、すべてのモデルで瞬時のON/OFFが可能なばかりでなく、メンテナ
ンスのための時間と経費がまったく不要で、本当の意味で面倒な手間を解消します。

7．ランプフリーでランプ交換の手間を軽減

DLPのシールド付き光学アーキテクチャに加え、DLP® EXP™ Chipが導入されたことにより、SVGAから1080pに
いたる主要DLPプロジェクタ・モデルで、最も厳しい環境下での長時間にわたる使用後でも、高い信頼性と精度を持つ
カラーの提供が可能になりました。DLP EXP Chipは、降雨量が非常に多い地域、砂漠、大気の質が相対的に悪い地
域、アクセスが容易でない場所など、地球上の最も厳しい環境にも対応できるように設計されています。中南米、中国、
ロシア、インド、東南アジアなどの地域での厳しいニーズにも最適で、他の地域向けも含め、今日出荷されているDLPプ
ロジェクタのほぼすべてにEXPチップが搭載されています。

6．厳しい環境での使用にも対応
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* シングルチップDLPプロジェクタは1,000ルーメン以上。

1．シングルチップDLPプロジェクタは以下の色区分に対応できるカラーホイール（色環）を使用：赤、青、緑、シアン、マゼンタ、黄色。
2．長期的なデータプロジェクタ表示技術の性能調査。Intertekによって実施。2010年5月
3．Plano ISDケーススタディ：テキサス州プラノ市、2010年7月1日http://www.dlp.com/projector/case-studies/default.aspx?id=CS5322 
4．ProjectorCentral.comに2013年6月に掲載。
5．“3D in Education White Paper” 2010年10月～2011年5月に欧州7カ国で行われた調査に基づき、インターナショナル・リサーチ・アカデミーのディレ
　  クタ、アン・バンフォード博士が執筆
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DIGITAL CINEM A

DLP Cinemaは、1999年の初の完全デジタル映画のリリース以来、映画業界で最先端の技術としての地位を維持し
てきました。DLPチームにとって、教育、企業、ホームシアター市場に向けたBrilliantColorなどの革新的テクノロジー
の導入の成功は、超大作映画の大ヒットに匹敵するものです。DLPテクノロジーは世界のほぼすべての映画館で採用さ
れており、DLPベースのプロジェクタを所有することで、映画館と同じレベルのテクノロジーを掌中に納めることができ
ます。2009年にはアカデミー賞（A.M.P.A.S.®）理事会でカラー精度の業界標準として認められ、全世界の映画館、
編集（ポストプロダクション）スタジオ、3D技術製品製造企業にとって、DLP Cinema技術はNo. 1の選択肢となっ
ています。DLP Cinemaがハリウッドの映画製作者が満足する技術であれば、企業の役員会議や、あるいは教室での授
業でも十分に満足できる性能を提供できることに疑問の余地はありません。

9．多数の受賞実績を持つDLP Cinema®

ANY SOURCE.
ANY SIGNAL FORMAT.

最新のDLPチップセットで、スマートな機能を搭載したDDP442xは、コンピュータ、セットトップ・ボックス、ゲーム・コン
ソール、ブルーレイ・プレーヤなどあらゆる信号発信源からの信号伝送が可能です。家庭では、DLP® SmartSource 
3D™プロジェクタは、HDTV放送やHD DVDと互換性を持ち、高精細で高鮮明な画像を提供します。さらに重要なのは、
HDMI v1.4aやVGAを含む、あらゆるビデオ・ソースへの対応も可能なことです。ホームシアターの画面からは、驚く
ほど生命感に富んだ画像が飛び出してきます。教室では3Dを使った授業で学んだ学生は、特に科学、技術、エンジニア
リング、数学の分野で学力が高くなるという調査結果も出ています。DLP 3DとDLP® Link™アクティブ・アイウェアを
合わせて使えば、先生は授業で2Dモードと3Dモードに簡単に切り替えることができます。DLP Linkは、RFやIRセ
ンサなどの追加部品を一切使わずに、画面を使うだけで、アイウェアの同期化を可能にする唯一の3Dテクノロジーです。
2009年以来、DLPブランドは、ほぼすべての製品ラインで多くのオプションを提供し、さまざまなレンズ投射構成（標
準投射、近距離投射、超近距離投射）のほか、SVGA、XGA、WXGA、1080pなどのさまざまな標準的解像度に対
応してきました。DLP 3Dで機能はさらに進化しました。教室での3D授業の効果は大きく、学生の学習意欲と試験成
績5のいずれの面でも、スコアが2桁アップしています。また家庭では、DLP SmartSource 3Dプロジェクタが、大
型画面で他を圧倒する3D体験を提供しています。

8．SmartSource 3D™で一般的信号フォーマットのすべてに対応

DLP光学アーキテクチャは極めてシンプルで、わずか2～3点の光学エレメントを必要とするだけです。こうしたシンプ
ルなアーキテクチャに加え、DDP442xチップセットが導入されたことにより、DLPメーカーは非常に幅広いモデル・
オプションの提供が可能になりました。一方、エンドユーザーはそれぞれのニーズに応じて解像度を選択する際に、すべ
ての製品ラインで均一な読みやすさと高いカラー精度を期待することが可能です。薄型テレビなどのディスプレイと異な
り、DLPプロジェクタは持ち運びが非常に簡単で、どのような表面上にも100インチ以上の画像の投射が可能です。ビ
ジネスや教育の場で、エンドユーザーに対するプロジェクタ関連のトレーニングや技術サポートを簡素化できます。今日
ではメーカー数は20社にのぼり、モデル数も数百に達しています。これにより、さまざまな解像度、投射距離、コネクティ
ビティ、双方向性など多様な性能と機能への対応が可能で、解像度と価格がニーズに最適なプロジェクタを確実に選べる
ようになっています。

10．広範なプロジェクタ製品ラインアップ

DLP®テクノロジー選択の理由：
トップ10
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